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１）全数報告の感染症（１類～５類）　　

　　　    　累積報告数
  感 染 症 類 型  疾　　　　患　　　　名 　滋  賀 　  全  国

   （38週）      (38週）        (38週）   滋  賀   全  国
（＊１）

 １ 類 感 染 症          報告なし 0 0
 細菌性赤痢 0 8
 腸チフス 0 1

 ３ 類 感 染 症  腸管出血性大腸菌感染症 0
 E型肝炎（＊2） 0 1
 オウム病 0 1
 ツツガムシ病 0 0
 デング熱 0 2
 マラリア 0 1
 レジオネラ症 0 0
 アメーバ赤痢 0 6
 ウイルス性肝炎 0 2
 クロイツフェルト・ヤコブ病 0 0
 後天性免疫不全症候群 0 4
 ジアルジア症 0 1
 梅毒 0 2
 破傷風 0 2
 急性脳炎 0 0

   ＊1：平成15年報告数の全国報告数は、滋賀県で報告された疾患を対象としています。
   ＊2：　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　　　感染症法の改正前のためE型肝炎のみの集計はされていません。

２）定点把握の対象となる５類感染症
(1)疾病別・週別発生状況

　　　定点当たり患者数 （↑前週より増加　　　→前週と同じ　　　↓前週より減少）
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(2)疾病別・保健所管内別発生状況

　　　　　　　　　　定点当たり患者数(県・保健所管内別）
 　　  県  　大津  　草津  　水口 　八日市  　 彦根  　長浜  　今津
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今週の発生状況：
　　　　保健所管内別の定点当たり患者数についてみると、先週と同様に咽頭結膜熱は大津で多く感染性胃腸炎は大津
　　　 および草津で多くなっています。また、水痘は彦根で多くヘルパンギーナは今津で多くなっています。流行性耳下腺炎
　　　 は彦根および長浜で多くなっています。その他の疾患については上記グラフのとおりですが報告のない疾患について
　　　 は掲載していません。

－定点当たり患者数－
　　　感染症発生動向調査事業に係る報告のために、滋賀県が指定した「指定届出機関」を定点医療機関（定点）といい、一週間
　　 を単位として一カ所の定点から何人の患者が報告されているかを示したものです（患者報告数／定点医療機関数）。
　　　　例えば、一つの疾患（インフルエンザ等）について、一週間に53カ所の定点から総数53人の報告があれば、定点当たり患者
　　 数は1.00となります。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊疾患により定点数は異なります。

－全数報告感染症－
　　　滋賀県内の医療機関において、医師が感染症法で定められている一～四類および五類感染症に該当する患者を診断したと
　　 き医師は保健所に届出ることになっています。届出により、滋賀県内で発生している感染症法で定められた一～四類および五
　　 類感染症を把握することができます。これを全数報告の感染症といいます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊感染症法：感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律

疾患別・保健所管内別発生状況（定点当たり患者数）
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３）今週のトピックス

◆クリプトスポリジウム症が集団発生
◆滋賀県におけるデング熱の発生

   定点把握の対象となる5類感染症の発生状況は、先週（9月6日～9月12日）の報告数よりかな
り減少し今年になって最も少なくなっています。伝染性紅斑、突発性発しんおよび無菌性髄膜炎
の報告がやや増加していますが大部分の感染症の報告は減少または変化なしとなっています
（詳細については、疾病別定点当たり患者数のグラフを参照）。

　手足口病については、先週の定点当たり患者数1.36より減少し0.48となっていますが大津およ
　　　　び今津保健所管内の定点当たり患者数は1.00とやや多くなっています。
　流行性耳下腺炎（おたふくかぜ）については、定点当たり患者数は先週よりやや減少し0.82と
　　　　なっていますが先週に引き続き彦根および長浜保健所管内において多くなっています。
　　　　定点当たり患者数はそれぞれ2.75、1.40です。

　　全国集計などの詳細な集計結果は、国立感染症研究所感染症情報センターのホームページ
（ｈｔｔｐ：//idsc.nih.go.jp/index-j.html)において公表されています。

★クリプトスポリジウム症の集団発生について

　  滋賀県では平成12年に1件発生していますがそれ以後の発生はありません。今年になって第36週（8/30
～9/5）および第37週（9/6～9/12）と連続して、タイとインドネシアへの海外渡航者からデング熱がそれぞ
れ1件発生しています。全国の発生状況についてみると、昨年1年間の発生件数は31件ですが今年はすで
に33件発生しています。また、世界の発生状況（地図参照）についても南アジアや東南アジア（インドネシア、
タイ、フィリピン、ミクロネシア等）においてデング熱の流行がみられます。

★滋賀県におけるデング熱の発生について

　 8月下旬に長野県内のスポーツ施設（プール、体育館）を利用した千葉県および埼玉県の集団で下痢や腹
痛および発熱の症状を訴える者が多かったため、両県において症状のあった人を調査したところ一部の人か
らクリプトスポリジウム原虫が検出されました。また、発症者が両県内に戻ってから利用したプールを調査し
たところプールの水からもクリプトスポリジウム原虫が検出され千葉県においては2次感染が確認されました。
プールを介したクリプトスポリジウム症の集団感染が発生したのは国内では初めてのことです。
　 また、両県内においてクリプトスポリジウム原虫が検出されたプールについてはプール水を交換するなどの
感染拡大防止策を徹底しており現在は検出されていません（厚労省健康局生活衛生課・水道課・結核感染症課平成16年

9月21日付け事務連絡情報提供）。
　 なお、クリプトスポリジウム症を引き起こすクリプトスポリジウム原虫は塩素消毒に対しても抵抗性があるた
め下痢などの症状がある時はプールや公衆浴場の利用を控えることが大事です 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜クリプトスポリジウム症のミニ知識＞
　　クリプトスポリジウム症はウシ、ブタ、イヌ、ネコ、ネズミなどの腸管に寄生しているクリプトスポリジウ
ム原虫に感染することにより発症します。世界的に広く分布し、クリプトスポリジウム原虫による水道水
の汚染による集団発生が問題となっています。また、米国等ではエイズ患者の非常に病状の重い合併
症として注目されています。

　　・感染様式 ：原虫に汚染された水や食品を摂取する（経口感染）、便から手→口への感染（糞口感染、接触感染）
　　・潜伏期　  ： 4～10日
　　・臨床症状 ：下痢（水様性下痢）、腹痛、倦怠感、食欲不振、 嘔吐、発熱
　　　　　　　　　　 無症状の場合もあります。
　　・治　　療  ：下痢が軽度であれば食事制限（刺激の強い食事を避け、柔らかい食べ 物を摂る）をしスポーツ飲料水を
　　　　　　　　　　 摂取します。また、激しい下痢症状がある時は痛み止めや下痢止めを投与します。免疫力が正常であ
　　　　　　　　　　 れば通常は数日間で自然治癒します。
　　・予　　防　：原虫の感染力は水中で数カ月程度あり、通常の浄水処理（凝集、沈殿、ろ過）で完全に取り除くことは困
　　　　　　　　　　 難であり、塩素消毒にも抵抗性があるため水道水汚染には十分に注意することが必要です。
　　　　　　　　　　 また、生水の摂取などもできるだけ避けることが必要です。

　　　＜デング熱のミニ知識＞
　
　　デング熱はデング熱ウイルスを持って
いる蚊（ネッタイシマカ、ヒトスジシマカな

ど）に刺されることにより感染します。
　
・潜伏期　  ： 3～7日
・臨床症状 ：突然の発熱（38～40℃）
　　　　　　　　 激しい頭痛、関節痛、筋肉痛
　　　　　　　　 発しんなどです。
・治　　療  ：対症療法のみで特効薬はあり
　　　　　　　　ません。
・予　　防　：ワクチンや予防薬はありませ
　　　　　　　　ん。
　　　　　　　　防虫スプレー、蚊取り線香、
　　　　　　　　長袖・長ズボンを着用し蚊
　　　　　　　　に刺されないようにすること
　　　　　　　　が大事です。

海外渡航者のための感染症情報
のホームページより引用

http://idsc.nih.go.jp/idwr/pdf-j.html


疾病別定点当たり患者数（平成１６年第１週～第３８週、H15.12.29～H16.9.19）
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疾病別定点当たり患者数（平成１６年第１週～第３８週、H15.12.29～H16.9.19）
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